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マツタケおよびマ
ッシュルームは産地が異なっても
セレノネインが検出されたことか
ら、セレノネインの蓄積はキノコ
の種、または生育環境に依存する
ことが予想された．今後はそのほ
かのセレン化合物を同定すること
により、セレノネインの生成過程
を明らかにしたい．
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キノコ中のセレノネインの定量

及びセレン化合物の同定

キノコにはセレンを多く含む種があり、必須微量元

素であるセレンの供給源として研究されている．キノコに含まれるセレン

化合物の分子形態はセレノメチオニンやセレン糖が主であるが、ポルチー

ニ茸には魚類に豊富なセレン化合物であるセレノネインが検出されること

が近年報告された．一部のキノコにはセレノネインのイオウ置換体である

エルゴチオネインが多く含まれることから、ポルチーニ茸以外にもセレノ

ネインを含むキノコが存在することが予想される．本発表では国内に流通

するキノコ中のセレン化合物の分子種分析を実施した．
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試料
検出下限*1

(μg Se/g)
定量下限*1

(μg Se/g)
併行精度*2

(％)
中間精度*2

(％)

乾燥マッシュルーム 0.018 0.060 4.5 5.5

生鮮マツタケ*3 0.018 0.060 2.9 3.7

試料
添加回収率

（％）

乾燥マッシュルーム*4 105 ± 6

生鮮マツタケ*5 99 ± 2

表1 検出下限、定量下限、併行精度、中間精度の結果 表2 添加回収試験の結果

*1 独立した7回の分析値の標準偏差の3倍をLOD、10倍をLOQとした．

*2 2併行、6日間の分析値から、RSDr及びRSDiを算出した．

*3 試料調製採取後-60℃で保管して、日を変えて前処理・測定を行った．

*4 定量下限相当(0.1 μg Se/g)添加

*5 定量下限2倍相当(0.2 μg Se/g)添加

(mean ± SD、n=3)

試料 0.1 g

+ 50 mmol/L DTT溶液 5 mL

超音波照射 1 h

ドライブロックバス（37℃）24 h

+ 水 5 mL

遠心分離（2100 xg, 10 min）

ろ過（0.20 μm フィルター） LC-ICP-MS

乾燥キノコの総セレンおよびセレノネインを定量した．ポルチーニ茸、マツタケ、マッシュルー

ムからセレノネインが検出された．エルゴチオネインを含むタモギタケ、ヒラタケからは検出されなかった．

23.9

タモギタケにみられるセ
レン化合物(RT9.8)を
LC-QTOF-MSで解析したと
ころ、Hercynyl-SeGlcNAc
selenoether とHercynyl-
SeGlcNAc selenoxideの混
合物と推定された．

キノコ中のセレン化合物の同定

⇩ セレノネイン
（RT10.4）

⇩ セレン化合物
（RT9.8）

Agilent ICP-MS 
7900 ＆ 1260 LC

(n=3)
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